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第14回 北広島市地域公共交通活性化協議会 会議録 

日  時 令和4年7月8日（金）9：30～11：15 

場  所 北広島市役所 3階 3Ｄ会議室 

出席委員 

 

川村 裕樹委員 、和田 則幸委員、伊藤 雅毅委員、増田 厚志委員、 

片岡 敏行委員、稲葉 和寿委員、京野 英隆委員、藤澤 宏委員、 

川島 光行委員、秋田 博次委員、小池 隆史委員、橋本 信行委員、 

長谷川 勉委員、岡村 彰律委員 、土屋 正紀委員 、長谷川 雅子委員、 

本橋 健治委員 、鈴木 聡士委員 、經亀 真利委員、岩佐 英世委員 

 

欠席委員 

 

小島 英司委員、佐藤 秀典委員、杉浦 一秀委員、冨田 辰夫委員、 

新田 邦広委員 

 

事 務 局 

 

佐藤企画課長・熊谷主査・白水主事、志村主事 

 

傍 聴 者 1名 

会議次第 

 

１ 開会 

 

２ 内容 

（1）地域公共交通網形成計画の振り返りについて（資料１） 

（2）次期地域公共交通計画(素案)について（資料２） 

（3）さんぽまち・東部線について 

（公共交通市民意識調査報告書、当日配布資料1・2、資料３） 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 

 



2 

会議録                                                         

１  開会 

委員の半数以上が出席していることにより、会議が成立していることを報告し、会議録

署名委員を秋田委員に依頼することを決定 

 

２  内容 

  (1) 地域公共交通網形成計画の振り返りについて                     

  ＜資料1に沿って事務局から説明＞ 

 

【Ａ委員】 

①２Ｐ基本方針①について、路線再編後に減少したことは間違いないが、減少の要因

が感染症によるものなのか、そうでない要因なのか、切り分けが必要と考える。平

常時における路線再編前と再編後の比較が必要である。 

②８Ｐ基本方針③について、利用人数が明らかでなく、赤字運行になっているのかど

うかなどわかれば良い。 

③１１Ｐ施策15のイベント等と連携したノーマイカーについて、活性化協議会の会

議の際など、この便に乗ると会議に間に合いますというような記載もされたはず

なので、そのようなことも追記願いたい。 

④１２Ｐ施策16の協働による割引制度について、結果として、具体的な取組には至

らなかったとのことだが、なぜか。路線再編後５か月で感染症がまん延したことも

あり、そのような機会がなかったのかもしれないが、今後、地域協働を実施してい

く上では、振り返っておくべき部分である。 

⑤１２Ｐ施策17の情報発信について、色々ＰＲしたのはわかるが、実施回数を明記

すべきである。 

⑥１３Ｐ施策19の転入者・新規定住者の件について、結果欄に、バス運行情報がわ

かりづらかったとの記載があるが、この項目の定義について、今バスがどこを走っ

ているかということや、運休してしまったのかどうかなどというものと考える。そ

うであるならば、今年の１～２月の大雪で、運休したことがあり、これは特殊事例

であるため、そのような時の対策を考えれば良いこと。 

このバス運行情報のわかりやすさというのが、何を指しているのかわからない。

意識調査の項目として、バス運行ルートのわかりやすさという部分もあるが、それ

と混同しているように感じるため、その部分を切り分けて記載した方が良いので

はないか。 
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  【事務局】 

①平常時における路線再編前と再編後の比較については、本日配布した資料で、後ほ

ど、内容(３)で報告する。 

②利用者数など確認して、追記できるようであれば行う。 

③ご意見頂いたことを追記する。 

   ④路線再編後の感染症まん延もあり、どのような利用促進策を実施していくべきか

検討していく中で、実施には至らなかったというもの。運転免許証の自主返納者に

対する助成券配布は、継続的に実施していた。 

⑤公共交通便りの発行回数は、ご意見頂いたとおり追記する。 

   ⑥市民意識調査の実施のタイミング的に、バス運行情報のわかりやすさの不満は、大

雪の件だと考える。バス運行ルートについての設問は、別項目で用意している。 

 

【会長】 

   ・資料の表現について、反映できる部分は反映させるとともに、この後の内容で議論

できる部分は、引き続き、ご議論いただきたい。 

 

 

 (2) 次期地域公共交通計画(素案)について                       

＜資料2に沿って事務局から説明＞ 

 

【Ａ委員】 

①３Ｐの人口推移等の部分について、文章の２段落目の内容が、現計画と同様である

が、老年人口数自体は、横ばいであり、比率が増加しているものである。つまり、

問題なのは、現役世代の人口が減っていることであり、そのことで利用者が減ると

いうことである。そのため、ここで老年人口のことを記載するのであれば、老年人

口は横ばいだが、比率が高いということを記載すべき。ただし、北広島団地地区で

は、老年人口自体も増えていて、地区によって事情が異なるため、そのような事情

を見極めていく必要がある。 

②８Ｐの高齢者の交通事故の図についても、①と同じく、比率は高くなっているが、

件数は減っている。この資料自体が、参考にしづらい図であると感じる。 

③２９Ｐの施策について、北広島市総合計画第４章第３節の基本的方向に記載され

ている「バス路線の利用者ニーズ等の把握に努め、社会情勢等の変化の応じた公共

交通網の形成を図ります。」という記載を是非入れてほしい。この内容自体は、従

来では利用者情報の把握が非常に大変で経費もかかっていたが、昨今ではＩＣカ

ードの乗降データを把握できると聞いているため、そのことについて追記願いた

い。 
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【事務局】 

①わかりやすい記載内容に変更する。 

②掲載方法について検討する。 

③施策案の中に、ＩＣカード情報と明確には記載していないが、２９Ｐの施策1内に

おいても「利用者が少ない路線部分の在り方の検討」などと記載しており、その把

握方法としては、ＩＣカード情報を想定しているもの。頂いたご意見について、施

策の記載方法を改めて検討する。 

 

【Ｂ委員】 

・３１Ｐの計画の目標について、目標数値の設定の根拠を持つべき。 

 

【事務局】 

・目標値の算定根拠については、整理していく。 

 

【Ｃ委員】 

・８Ｐのデータは、北海道警察の方で、毎年の情報を掲載している。この資料の意図

は、高齢者の事故割合が増えていますということよりも、運転免許証の自主返納と

事故の関係を比較できる一つの指標として掲載されているものであり、高齢者が

安心して移動できるようにという趣旨の参考データであると考える。そのような

意味で、わかりやすいデータに置き換える検討をしても良いと考える。 

 

【事務局】 

   ・図の持つ意味について、わかりやすくする。 

 

 (3) さんぽまち・東部線について                            

＜公共交通市民意識調査報告書、当日配布資料1・2、資料3に沿って事務局から説明＞ 

 

【Ａ委員】 

・当日配布資料１のうち、ＪＲ北広島駅の改札口人数が増えているようだが、なぜ増

えたか把握しているか。 

 

【事務局】 

・増加要因は、把握していないが、増加率としては、２％程度なので、明確な理由が

ない誤差の範囲内かと考える。 
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【Ｃ委員】 

・市民意識調査について、資料の１８Ｐ「⑧バスの運行ルートのわかりやすさ」とい

う項目がある。同資料の１９Ｐでは、前回調査(H29時)の比較資料となっているが、

そこでは、同項目について設問として無かったものであり、つまり、今回調査で追

加した項目である。令和元年の路線再編によって、運行ルートがわかりづらいとい

う声が聞こえてきたことから追加した設問であり、約４割の方が、運行ルートに不

満があるという結果となっている。 

この結果と、資料３の４Ｐ「(1)バス路線を単純化」という部分を照らし合わせ

て、どう再編していくかということを検討していくべきである。現状のバス路線で

は、ご高齢の方など、どの便に乗車するとどこに行けるのかということがわかりづ

らい状況になっているものと考えられる。 

 

【Ｄ委員】 

①資料３の４Ｐの「①循環線の北広島市役所より東部側の廃止」パターンについて、

資料２の計画(素案)２５Ｐでは、路線再編の影響によって北広島駅から東部地区

側への移動者が若干増えたとの記載がある。このことについて、利用が増えている

のに廃止パターンとして示すのは、矛盾が生じてくるのではないか。 

②資料２の計画(素案)３１Ｐの計画の目標について、満足度では、市民意識調査資料

１８Ｐの１６項目のうち、どの項目の満足度に重点を置くかという考えが重要で

あると考える。 

 

【事務局】 

①まず、資料３の４Ｐ「(1)バス路線を単純化」に示したパターン案は、現状の利用

者が少ない部分を４箇所ピックアップしたものであり、その中でも、事務局として

実施してはいかがかと考えている部分は、③(美沢SC・広葉交流センター循環部分)

と④(夕方以降の循環線を片道運行へ)の部分である。①(北広島市役所より東部

側)は、ピックアップした４箇所の中でも、まだ利用者が多い方である。 

次に、資料２計画(素案)２５Ｐに記載した、北広島駅から東部地区への移動が増

えた件については、東部地区の定義の中に、「北進通入口」と「北広島市役所」停

留所も入っている。さんぽまち・東部線の全利用者のうち、約１割が東部地区の停

留所を利用される方で、その１割のうちの約６割が北広島市役所までの利用者と

なっている状況である。そのため、資料３で示したパターン案は、利用者が多い「北

広島市役所」までを残し、それ以降東側を走行しないパターンとして示したもので

あるため、利用の多い部分に特化して利便性を上げられないかという趣旨のもの

である。 

②満足度の優先順位については、改めて検討する。 
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【Ｃ委員】 

・満足度の優先順位については、ＣＳ分析という手法があり、各項目の重要度を直接

聞いていなくても、「⑯現状のバスに対する総合評価」に、どの項目が強く影響し

ているか判別する方法があるため、今後分析していく必要があると考える。 

 

【Ａ委員】 

・令和元年の路線再編後について、再編の意図が反映されているのかという分析の一

つとして、昼間のバス利用者は若干増えている。朝のバス利用者は、減っていると

いうのは残念ながら事実であり、朝の便数が再編後に１６％程度減ったためと考

える。そして、利用者数としては、約２０％減少しているということで、妥当な数

値と考える。 

昼間は、路線再編後に、便数が２２％増えたが、利用者数は１％程度しか増えて

いない。 

夕方以降は、路線再編後に、循環にしたため、再編直後は利用者数が減ったが、

その後ある程度、持ち直している。その理由としては、駅から中央通りを通って山

手町まで行っても、その後高台町も回るというようなことが周知されてきたため

と考える。しかし、その後、感染症のまん延もあり、正確な比較ができなくなった

という状況である。そのため、循環路線の良さという部分があるのも事実である。

対応パターン案としての17時以降の循環をやめて片道運行にした場合のデメリッ

トとしては、まず変則的になってしまうという部分が挙げられる。現在、中央通り

先回りと緑陽通り先回りで、１６時以降、１時間当たり各２本走っている。この部

分が、片道運行にした場合は、１時間当たり３本(山手町方面行のみ)となってしま

い、北広島団地地区の山手町側の方々は実質的に１時間当たり１便減ってしまう

計算になる。最も簡単に削減できるのは、昼間の中央通り先回りの循環だが、ボー

ルパークの影響でどのような利用実態になるか不明のため、現状においては、削減

しづらい。今回示されたデータは４月の１日分だけなので少なくても１週間分の

データ処理を行ってから廃止等の検討をすべきと考える。 

 

【Ｅ委員】 

・今年からバス通勤に変更したが、大雪の際は、待っていても来なかったときがあっ

た。そのため、市民意識調査の運行情報のわかりやすさの不満は、大雪の影響が調

査結果に出たものと思われる。それ以外の部分については、バス利用している感覚

としては、ある程度うまくいっているものと思っている。 
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【会長】 

・「さんぽまち・東部線」については、この場で何か決めるということではなく、専

門部会において、対応策について議論していくこととしたいため、まずは、全体会

議の中で、本日の内容について共有させていただいたという趣旨である。 

 

【Ｂ委員】 

・岩見沢市で、定時定路線を見直して、国の補助金を活用してデマンド交通に切り替

えた例もある。このような国の支援もうまく使いながら、持続可能な公共交通とな

れば良い。 

 

【Ｃ委員】 

・確かに本日示されたデータだけで判断するのは難しいが、多くのデータを集めて分

析するのもまた難しいことである。資料３の４Ｐ「(1)バス路線を単純化」の①～

④までについても、これまでのデータを基に示された対応策であり、方向性として

は間違っていない。この中でも、短期的に実施できるものとしては③④あたりであ

ると考える。 

 

【Ｆ委員】 

・現在、膝が悪く、歩くのが難しい状況となり、歩行器を使用している。北広島団地

地区は、坂道が多く移動が大変である。バス停まで行きづらく、結局タクシーを使

うこととなる。障がい者にもやさしい、格安でタクシーを使えるような助成制度や、

バス停までの移動支援があれば良いと考える。 

 

【会長】 

・公共交通として支援できることは、ある程度の限界がある。ただ一方で、高齢者や

障がい者の外出支援策は、市のまちづくりの課題として検討していく必要がある

と考える。 
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３  その他 

   

【事務局】 

・次回の会議開催は、秋頃を予定しており、その際に次期計画の原案を示す予定であ

る。また、「さんぽまち・東部線」については、本日の方向性を軸に、専門部会で議

論させていただきたいので、該当する委員の皆様には、改めて日程調整させていた

だく。 

 

【会長】 

   ・「さんぽまち・東部線」については、市議会とも議論をしており、大きな課題の一つ

と認識している。引き続き、議論していきたい。 

 

 

４  閉会 

 

 

 

 

 


